
私たちは、誰もが使いやすいロボットを目指し、開発環境の標準化およびオープン化を意識したロボットコントローラ
を開発してきました。RC9/CRC9 は、これまでの開発環境を継承しながら、ロボット制御の高度化・複雑化が進む設備
に順応するロボットコントローラです。開発環境の開放を進めれば進めるほど使い慣れた言語で必要な機器を自由につ
なげられるようになり、ユーザーにとってのメリットはますます拡大していきます。
※CRC9 は RC9 をベースに開発された COBOTTA PRO 専用のコントローラです。

20年以上続くオープン化への挑戦
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プログラミング言語の進化

PAC言語搭載
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（産業用ロボットプログラム言語）
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構造化BASIC言語

周辺機器との接続性向上

1999年、日本ロボット工業会の
標準化活動の一環として

ORiNがスタート
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周辺機器との接続性向上

プログラミング言語の進化

PACScript（設備記述言語）搭載
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PC+ORiNによる統合制御

1997-RC5

ORiNにより、
さまざまな
FA機器との接続や
他標準規格と連携

進化した“オープン化”で統合開発環境と設備の統合制御を実現

シンプルな設備統合制御

オープンな開発環境 ユーザー・Sler・メーカーの技術を
融合できるオープン性

各種フィールドネットワークにも対応

アプリケーションに応じた最適なソフトウェア

搭
載

ロボットコントローラによる統合制御
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ラダーによる周辺機器の制御
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オープンで誰もが開発できる統合開発環境
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RC9は、BECKHOFF社のIPCを搭載しており、
TwinCATの拡張性を活かしたさまざまな統合
開発環境に対応。ロボット言語のみでなく、ユー
ザーが使い慣れた汎用言語(ラダーやC++など)
を使ったロボットやFA機器の制御を実現します。

アプリケーションに応じて最適なソフトウェアや
周辺機器を選べ、システム全体を統合できる
拡張性を備えているため、
Oneコントローラによる設備統合制御を実現。
高難度作業から単純作業まで自動化領域を拡大
します。

RC9


